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日本造園学会九州支部宮崎大会
2020

■主　催 （公社 ) 日本造園学会九州支部
■後　援 宮崎県、宮崎市、都城市、南九州大学
■協　賛 （公社 ) 宮崎県緑化推進機構、（一財 ) 日本造園修景協会宮崎支部、
  宮崎県緑花木生産協同組合、（一社 ) 日本造園建設業協会宮崎支部、
  （一社 ) 日本樹木医会宮崎県支部（宮崎県樹木医会 )、
  （一社 ) 宮崎県造園緑地協会、（一社 ) 日本造園建設業協会九州総支部、
  （一社 ) 日本公園施設業協会九州・沖縄支部、
  （一社 ) ランドスケープコンサルタンツ協会九州支部、
　　　　　 九州各県造園協会連合会、南九州大学同窓会
■開催場所 主会場：南九州大学都城キャンパス　オンライン方式
■参加費 研究・事例報告会：1000 円、公開シンポジウム、学生交流企画：無料
大会参加申し込みは　下記のサイトからお申し込みください。（準備中）
公開シンポジウム、学生交流企画は無料ですがオンライン開催のためお申し込みが必要です。
お申し込み後にアクセス URL をメールにてお送りいたします。（ZOOM を利用）
研究・事例報告で発表を希望される方は、2020 年 9 月 28 日（月）までにお申し込みください。
オンラインでの発表方法などは後日ご連絡いたします。
詳細は http://www.qzouen.jp/pub をご覧ください。

2020 日本造園学会九州支部宮崎大会プログラム
①  9：00 ～ 12：00  研究・事例報告会（口頭発表）      
②13：00 ～ 14：20  研究・事例報告会（ポスター発表）    
③14：30 ～ 16：50  公開シンポジウム
④17：00 ～ 18：00  学生交流企画（発表）

公開シンポジウム 11/21（土）14：30 ～ 16：50・参加費無料（オンライン）　
◆基調講演「新コロナ禍における公園緑地（仮題）」
　小酒井淑乃氏 / 国土交通省都市局 公園緑地・景観課 緑地環境室国際緑地環境対策官

　パネルディスカッション「新たな生活様式とランドスケープ～新型コロナ禍を越えて～」
 パネラー 小酒井淑乃氏 （基調講演演者）
  井上康志氏 （都城市立図書館長、みやざき技術士の会会長）
  大杉哲哉氏 （日本造園学会九州支部長）
  伊藤慎一朗氏 （みやざき公園協会理事 /造園事業部長）
 コーディネーター 関西剛康氏 （南九州大学大学院教授）

テーマ

 

11 月 21 日（土） オンライン開催

■問い合わせ先
2020 年度 日本造園学会 九州支部 宮崎大会事務局

〒885-0035 宮崎県都城市立野町 3764-1
南九州大学 環境園芸学部 環境園芸学科 地域景観学研究室  平岡直樹

Tel 0986-46-1067（直通） hiraoka@nankyudai.ac.jp
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学生交流企画　参加学生募集

■問い合わせ先
2020 年度 日本造園学会 九州支部 宮崎大会事務局

〒885-0035 宮崎県都城市立野町 3764-1
南九州大学 環境園芸学部 環境園芸学科 庭園デザイン学研究室  牧田直子

Tel 0986-46-1064（直通） n.makita@nankyudai.ac.jp

日本造園学会九州支部 宮崎大会
2020テーマ

国土交通省では、新型コロナに対応した「新しい生活様式」の定着が求められるなか、感染
対策に気をつけながら積極的に都市公園を利用していただくためのポイントをまとめ、地方公
共団体と連携し、健康的で豊かな生活につながる公園の魅力や楽しみ方とあわせて、幅広く情
報発信していくと令和 2 年 8 月 7 日に「新しい生活様式」を心がけて公園をつかおう！４つ
のポイント～ニュー・ノーマルに対応した公園の活用を展開します～（報道資料）を発表しま
した。https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi10_hh_000345.html?fbclid=IwAR24twFwrS7tVv3wb7_kdWJ4BI5_3OZ5k0OvgeZRu7UDAtjpIUSDtKvyxkU

これらをもとに、学生のアイデアで、新たな生活様式下で身近な空地や公園を楽しく快適に
利用するためのデザインや工夫、さらに九州のランドスケープのすばらしさを情報発信すべく
プランなどを考えながら、学生同士の交流の場に、ランドスケープデザインについて学んでい
ただく場にしたいと思います。オンラインだから気軽に参加できます。

この学生交流企画は、 グループで対象地の選定からデザインや利用方法、 情報発信
方法や新たなアイデアなど、 自由な発想で考えて、 本大会で発表してもらいます。 ア
イデア出しから様々な形で関わり、 ランドスケープについて学ぶことができます。
◇各グループごとに現役のランドスケープアーキテクト等がついて指導や助言を行い進めて

いきます。

◇専門家によるアドバイスも受けることができます。

◇グループは応募者の中から大会事務局が指定します。

◇グループ討議や発表はオンラインで行います。

◇成果物としてグループごとにポスター形式 1 枚にまとめてもらいます。

◇11 月 21 日の大会ではパワーポイントで発表してもらいます。（オンライン）

◇各グループのものをとりまとめ冊子にする予定です。

【スケジュール】

9 月下旬 第 1 回　ワークショップ （趣旨説明、 進め方など）

  →以降、 各グループで打合せ開始、 必要に応じて打ち合わせを行います

10 月下旬 第 2 回　ワークショップ （中間報告）→専門家の意見を聞く

  →以降、 各グループで作業 （分担）、 発表用資料作成

11 月 21 日　 発表 ・ 表彰

【応募資格】 大学学部生 ・ 大学院生 ・ 研究生

  （学校 ・ 学部 ・ 学年 ・ 居住地は問いません。 インターネット環境が必要です。）

【参加費】　 無料

【申し込み】 各大学の担当の先生を通じて下記問い合わせ先にメールにてお申し込みください。

【締め切り】 2020 年 9 月末日

【チューター募集】
本企画で学生の指導にあたっていただける若手ランドスケープアーキテクトを募集しています。
自薦他薦問いません。 ご応募お待ちしています。


